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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画像表示装置を組み合わせて１つの画面を構成するマルチ画面表示装置であって
、
　前記複数の画像表示装置のうちいずれか１つがマスター画像表示装置であり、
　前記マスター画像表示装置は、当該マスター画像表示装置以外の前記複数の画像表示装
置と通信手段を介して接続されており、
　前記複数の画像表示装置のそれぞれは、
　複数系統の映像信号が入力される映像入力部と、
　前記複数系統の映像信号のそれぞれについて、前記映像入力部への入力の有無を判定す
る入力判定部と、
　前記複数系統の映像信号から一つを選択する選択部と、
　前記選択部が選択した系統の映像信号を表示する表示部と、
　を備え、
　前記マスター画像表示装置は、自己を含む前記複数の画像表示装置のそれぞれから、前
記入力判定部の判定結果と、前記選択部がどの系統の映像信号を選択しているかを取得し
、
　前記マスター画像表示装置は、前記画像表示装置において前記選択部が前記映像入力部
への入力の無い系統の映像信号を選択している場合、当該画像表示装置の前記選択部を制
御して、前記映像入力部への入力の有る他の系統の映像信号を選択させるとともに、残り
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の少なくとも１つの前記画像表示装置の前記選択部を制御して、前記他の系統の映像信号
を選択させる、
マルチ画面表示装置。
【請求項２】
　前記マスター画像表示装置は、自己を含む前記複数の画像表示装置の前記選択部を制御
して、同一系統の映像信号を選択させ、
　前記マスター画像表示装置は、前記画像表示装置において前記選択部が前記映像入力部
への入力の無い系統の映像信号を選択している場合、当該画像表示装置の前記選択部を制
御して、前記映像入力部への入力の有る他の系統の映像信号を選択させるとともに、残り
のすべての前記画像表示装置の前記選択部を制御して、前記他の系統の映像信号を選択さ
せる、
請求項１に記載のマルチ画面表示装置。
【請求項３】
　前記マスター画像表示装置を含む前記複数の画像表示装置は、予め複数のグループに分
けられており、
　前記マスター画像表示装置は、前記複数のグループごとに前記複数の画像表示装置の前
記選択部を制御して、同一系統の映像信号を選択させ、
　前記マスター画像表示装置は、一のグループに属する前記画像表示装置において前記選
択部が前記映像入力部への入力の無い系統の映像信号を選択している場合、当該画像表示
装置の前記選択部を制御して、前記映像入力部への入力の有る他の系統の映像信号を選択
させるとともに、当該一のグループに属する残りのすべての前記画像表示装置の前記選択
部を制御して、前記他の系統の映像信号を選択させる、
請求項１に記載のマルチ画面表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はマルチ画面表示装置に関し、特に複数の画像表示装置を配列して一画面を構成
するマルチ画面表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の表示装置を組み合わせて大画面を構成する、マルチ画面表示装置が知られている
。例えば、特許文献１においては、大画面を構成する複数の表示装置のうち、いずれかが
故障した場合、外部制御により故障した映像表示装置を検出し最大画面構成情報に含まれ
ない単位モニタの電源をオフにしてマルチ画面の表示方法を再構成するマルチ画面表示装
置が提案されている。
【０００３】
　また、単一の表示装置において、複数の入力信号ポートを備え、表示中の映像信号が無
信号となった場合に自動的に他の入力信号ポートの信号に切り替えて表示する技術が知ら
れている（特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－１６８４０２号公報
【特許文献２】特開平５－１０３２７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来のマルチ画面表示装置においては、マルチ画面を構成する複数の表示装置のそれぞ
れの動作を外部の制御機器で制御していたため、装置構成が大きくなる問題があった。ま
た、いずれかが無信号となった場合、マルチ画面全体として映像の一部が欠けた状態とな
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ってしまう問題があった。また、無信号となった表示装置の表示を別の信号に切り替えた
場合であっても、マルチ画面全体として統一感のない映像表示となる問題があった。
【０００６】
　本発明は以上のような課題を解決するためになされたものであり、マルチ画面を構成す
る表示装置のいずれかが無信号となった場合であっても、マルチ画面全体として統一感の
ある表示を行うマルチ画面表示装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係るマルチ画面表示装置は、複数の画像表示装置を組み合わせて１つの画面を
構成するマルチ画面表示装置であって、複数の画像表示装置のうちいずれか１つがマスタ
ー画像表示装置であり、マスター画像表示装置は、当該マスター画像表示装置以外の複数
の画像表示装置と通信手段を介して接続されており、複数の画像表示装置のそれぞれは、
複数系統の映像信号が入力される映像入力部と、複数系統の映像信号のそれぞれについて
、映像入力部への入力の有無を判定する入力判定部と、複数系統の映像信号から一つを選
択する選択部と、選択部が選択した系統の映像信号を表示する表示部と、を備え、マスタ
ー画像表示装置は、自己を含む複数の画像表示装置のそれぞれから、入力判定部の判定結
果と、選択部がどの系統の映像信号を選択しているかを取得し、マスター画像表示装置は
、画像表示装置において選択部が映像入力部への入力の無い系統の映像信号を選択してい
る場合、当該画像表示装置の選択部を制御して、映像入力部への入力の有る他の系統の映
像信号を選択させるとともに、残りの少なくとも１つの画像表示装置の選択部を制御して
、他の系統の映像信号を選択させる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係るマルチ画面表示装置によれば、複数の画像表示装置のいずれかにおいて映
像信号が途切れた場合、この画像表示装置の映像信号を他の系統の映像信号に切り替える
とともに、残りの画像表示装置の映像信号も同一の系統の映像信号に切り替える。これに
より、複数の画像表示装置のいずれかにおいて映像信号が途切れた場合であっても、画面
全体の統一感を保ったまま、別の映像信号を表示することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の形態１に係るマルチ画面表示装置の画面構成を示す図である。
【図２】実施の形態１に係るマルチ画面表示装置の表示例を示す図である。
【図３】実施の形態１に係るマルチ画面表示装置の表示例を示す図である。
【図４】実施の形態１に係るマルチ画面表示装置の表示例を示す図である。
【図５】実施の形態１に係るマルチ画面表示装置の表示例を示す図である。
【図６】実施の形態１に係るマルチ画面表示装置を構成する表示装置のブロック図である
。
【図７】実施の形態１に係るマルチ画面表示装置の動作を示すフローチャートである。
【図８】従来のマルチ画面表示装置の表示例を示す図である。
【図９】実施の形態２に係るマルチ画面表示装置の表示例を示す図である。
【図１０】実施の形態２に係るマルチ画面表示装置の表示例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　＜実施の形態１＞
　＜構成＞
　図１は、実施の形態１におけるマルチ画面表示装置の画面構成を示す図である。図１に
示すように、マルチ画面表示装置は、例えば１６台の画像表示装置を備え、これらの画像
表示装置の画面を組み合わせて、一つの大画面が構成される。１６台の画像表示装置は、
１台のマスター画像表示装置１０１と、１５台のスレーブ画像表示装置１０２～１１６と
からなる。本明細書において、マスター画像表示装置１０１とスレーブ画像表示装置１０
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２～１１６とを区別しない場合には、単に画像表示装置１００と記載する。
【００１１】
　マルチ画面表示装置全体では、図２、図３および図４に示すように、入力される映像を
マルチ画面表示装置全体で表示することができる。また、図５に示すように、マルチ画面
表示装置の表示面を複数のエリアに分割して、エリア毎に複数種類の映像の表示を切り替
えて表示することもできる。マルチ画面表示装置を構成する複数の画像表示装置は、通信
ケーブル（図１に示す矢印）で直列に接続されている。これにより、画像表示装置間で後
述する制御情報を送受信することが可能となる。
【００１２】
　図６は、本実施の形態１における画像表示装置１００の構成を示すブロック図である。
図６に示すように、各画像表示装置１００は、投射型映像表示装置であり例えばＬＥＤを
光源としている。
【００１３】
　画像表示装置１００は、映像入力部１０と、第１～第３の信号入力部１１，１２，１３
と、入力判定部９と、選択部２と、表示部と、送受信部１４と、制御部４と、画像処理部
３とを備える。映像入力部１０は、第１～第３の信号入力部１１，１２，１３を備える。
第１～３の信号入力部１１，１２，１３には、１系統ずつ、合計３系統の映像信号が入力
される。入力判定部９は、第１～第３の信号入力部１１，１２，１３に映像信号が入力さ
れているか否かを判定する。選択部２は、第１～第３の信号入力部１１，１２，１３に入
力される複数系統の映像信号から一つを選択して画像処理部３に出力する。また、選択部
２は、各映像信号の解像度情報の検出を行う。
【００１４】
　表示部は、選択部２が選択した系統の映像信号を表示する。表示部は、例えば、光源回
路５、ライトバルブ６、投写レンズ７、スクリーン８を備える。光源回路６は例えばＬＥ
Ｄ、レーザー等である。ライトバルブ６は例えば液晶パネル、ＤＭＤ等である。
【００１５】
　画像処理部３は、映像信号の拡大・縮小及びフレームレート変換等の信号処理を行うと
ともに所定の解像度に変換して、ライトバルブ６を駆動するためのドライブ信号に変換す
る。光源回路５から出力される光をライトバルブ６は、ドライブ信号に基づいて、光源回
路５から出力される光を強度変調して、投写レンズ７に出力する。投写レンズ７は、映像
光をスクリーン８に投写する。また、光源回路５の光出力は画像処理部３によって発光タ
イミング及び発光輝度を制御されてライトバルブ６に入力される。
【００１６】
　制御部４は、入力判定部９で検出される３系統の映像信号の信号有無判定の結果と、選
択部２で検出される解像度情報により、選択部２で選択する映像信号の選択制御と画像処
理部３における映像信号の拡大処理方法の制御を行うとともに送受信部１４を介して画像
表示装置１００間で制御情報を送受信する。
【００１７】
　本実施の形態１において、マルチ画面表示装置を構成する１６台の画像表示装置１００
は、各画像表示装置に備わる送受信部１４を介して、通信ケーブルによって直列に接続さ
れている。
【００１８】
　マスター画像表示装置１０１は、スレーブ画像表示装置１０２～１１６から、映像信号
の信号有無の判定結果を定期的に受信する。そして、マルチ画面表示装置全体で共通して
表示する映像信号の系統を決定する。そして、決定した系統に基づいて切り替え制御指示
をスレーブ画像表示装置１０２～１１６に送信する。
【００１９】
　＜動作＞
　図７は、本実施の形態におけるマルチ画面表示装置の映像表示の制御方法を示すフロー
チャートである。マルチ画面表示装置を構成する各画像表示装置１００に対して、例えば
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３種類の系統（第１～第３系統）の映像信号が入力されているとする。
【００２０】
　本実施の形態において、各画像表示装置１００の第１、第２、第３の信号入力部１１，
１２，１３には、アルファベットの「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」を示す第１～第３系統の映像
信号がそれぞれ入力されている。初期状態として、例えば図２に示すように、すべての画
像表示装置１００の選択部２は、第１の信号入力部１１に入力される第１系統の映像信号
を選択しているとする。つまり、図２に示すように、マルチ画面表示装置の画面全体にア
ルファベットの「Ａ」が表示されている。
【００２１】
　前述のように各画像表示装置１００の入力判定部９において、第１～第３の信号入力部
１１，１２，１３に入力される３種類の系統の映像信号のそれぞれについて信号有無判定
が定期的に実行されている。判定結果は、送受信部１４を介してマスター画像表示装置１
０１に送信される。マスター画像表示装置１０１は、例えば１秒間隔でスレーブ画像表示
装置１０２～１１６に対して信号有無判定の結果の送信要求を送信する（ステップＳ１０
１）。スレーブ画像表示装置１０２～１１６は、信号有無判定の結果の送信要求を受信す
ると（ステップＳ２０１）、信号有無判定の結果をマスター画像表示装置１０１に対して
送信する（ステップＳ２０２）。マスター画像表示装置１０１は、自己の信号有無判定の
結果および、すべてのスレーブ画像表示装置１０２～１１６の信号有無判定の結果を受信
する（ステップＳ１０２）。
【００２２】
　スレーブ画像表示装置１０２～１１６からマスター画像表示装置１０１に送信される制
御情報について説明する。まず、各画像表示装置１００の識別番号をｎ(ｎ＝１～１６）
とする。ここで、識別番号ｎ＝１がマスター画像表示装置１０１に対応し、識別番号ｎ＝
２～１６がスレーブ画像表示装置１０２～１１６にそれぞれ対応する。各画像表示装置１
００において、第１～第３の信号入力部１１，１２，１３に入力される映像信号の信号有
無判定の結果を、それぞれＮｏｓｉｇ１（ｎ）、Ｎｏｓｉｇ２（ｎ）、Ｎｏｓｉｇ３（ｎ
）で表す。また、各画像表示装置１００の選択部２が現在選択している入力信号ポートの
番号をＳｉｇｓｅｌ（ｎ）で表す。
【００２３】
　Ｎｏｓｉｇ１（ｎ）、Ｎｏｓｉｇ２（ｎ）、Ｎｏｓｉｇ３（ｎ）は有信号の場合は「０
」、無信号の場合は「１」の値をとる。また、Ｓｉｇｓｅｌ（ｎ）は現在選択されている
入力信号ポートの番号（第１から第３の信号入力部１１，１２，１３）に対応して、１、
２、３のいずれかの値をとる。
【００２４】
　マスター画像表示装置１０１は、スレーブ画像表示装置１０２～１１６から送信される
上記情報と、マスター画像表示装置１０１自身の信号有無判定結果Ｎｏｓｉｇ１（１）、
Ｎｏｓｉｇ２（１）、Ｎｏｓｉｇ３（１）と、マスター画像表示装置１０１が選択してい
る入力信号ポートの番号Ｓｉｇｓｅｌ（０）を得る。
【００２５】
　次に、マスター画像表示装置１０１は、自己およびスレーブ画像表示装置１０２～１１
６から得た情報に基づいて、全ての画像表示装置１００で共通して選択する映像信号の系
統（Ｒｓｉｇｓｅｌ）を決定する（ステップＳ１０３）。ここで、Ｒｓｉｇｓｅｌは、入
力信号ポートの番号に対応して、１、２、３のいずれかの値をとる。
【００２６】
　具体的には、現在マルチ画面表示装置全体で第１系統の映像信号が選択されている場合
、Ｓｉｇｓｅｌ（ｎ＝１～１６）＝１である。この状態で、全ての画像表示装置のＮｏｓ
ｉｇ１（ｎ）（ｎ＝１～１６）が０の場合は、マルチ画面表示装置において、第１系統の
映像信号が無信号となっている画像表示装置１００が存在しないことを意味する。この場
合は、Ｒｓｉｇｓｅｌ＝Ｓｉｇｓｅｌ（１）＝１として現在の表示状態を維持する。
【００２７】



(6) JP 6305242 B2 2018.4.4

10

20

30

40

50

　一方、Ｎｏｓｉｇ１（ｎ）＝１（ｎ＝１～１６）の画像表示装置１００が存在する場合
は、マルチ画面表示装置において、第１系統の映像信号が無信号となっている画像表示装
置１００が存在することを意味する。この場合、マスター画像表示装置１０１の制御部４
は、全ての画像表示装置１００のＮｏｓｉｇ２（ｎ）（ｎ＝１～１６）が０か否かの判定
を行う。全ての表示装置のＮｏｓｉｇ２（ｎ）が０の場合は、第２系統の映像信号がすべ
ての画像表示装置１００に対して有信号であることを意味する。この場合、マスター画像
表示装置１０１の制御部４は、Ｒｓｉｇｓｅｌ＝２とする。
【００２８】
　一方、Ｎｏｓｉｇ２（ｎ）＝１の表示装置が存在する場合、マスター画像表示装置１０
１の制御部４は、全ての画像表示装置１００のＮｏｓｉｇ３（ｎ）（ｎ＝１～１６）が０
か否かの判定を行う。全ての画像表示装置１００のＮｏｓｉｇ３（ｎ）が０の場合は、第
３系統の映像信号はすべての画像表示装置１００に対して有信号であることを意味する。
この場合、マスター画像表示装置１０１の制御部４は、Ｒｓｉｇｓｅｌ＝３とする。
【００２９】
　なお、Ｎｏｓｉｇ３（ｎ）＝１の画像表示装置１００が存在する場合は、すべての画像
表示装置１００に対して有信号となる共通の系統の映像入力がないことを意味する。この
場合、マスター画像表示装置１０１の制御部４は、Ｒｓｉｇｓｅｌ＝１(変更なし)とする
。
【００３０】
　次に、マスター画像表示装置１０１は、Ｒｓｉｇｓｅｌを信号切り替え制御結果として
、すべてのスレーブ画像表示装置１０２～１１６に送信する（ステップＳ１０４）。次に
、マスター画像表示装置１０１の制御部４は、Ｓｉｇｓｅｌ（１）とＲｓｉｇｓｅｌを比
較して映像信号の切り替えが必要か否かの判断を行う（ステップＳ１０５）。
【００３１】
　より具体的には、マスター画像表示装置１０１の制御部４は、Ｓｉｇｓｅｌ（１）がＲ
ｓｉｇｓｅｌと等しくない場合は、信号切り替えが必要と判断し、選択部２を制御して、
Ｒｓｉｇｓｅｌに対応した系統の映像信号を選択させる（ステップＳ１０６）。そして、
Ｓｉｇｓｅｌ（１）をＲｓｉｇｓｅｌの値に更新する。一方、Ｓｉｇｓｅｌ（１）がＲｓ
ｉｇｓｅｌと等しい場合は、マスター画像表示装置１０１の制御部４は、映像信号の切り
替えが必要ないと判断する。
【００３２】
　スレーブ画像表示装置１０２は、マスター画像表示装置１０１から送信される信号切り
替え制御結果を受信する(ステップＳ２０３)。そして、スレーブ画像表示装置１０２の制
御部４は、Ｓｉｇｓｅｌ（２）とＲｓｉｇｓｅｌを比較して映像信号の切り替えが必要か
否かの判断を行う（ステップＳ２０４）。スレーブ画像表示装置１０２の制御部４は、Ｓ
ｉｇｓｅｌ（２）がＲｓｉｇｓｅｌと等しくない場合は、信号切り替えが必要と判断し、
選択部２を制御して、Ｒｓｉｇｓｅｌに対応した系統の映像信号を選択させる（ステップ
Ｓ２０５）。そして、Ｓｉｇｓｅｌ（２）をＲｓｉｇｓｅｌの値に更新する。一方、Ｓｉ
ｇｓｅｌ（２）がＲｓｉｇｓｅｌと等しい場合は、スレーブ画像表示装置１０２の制御部
４は、映像信号の切り替えが不要と判断する。なお、ステップＳ２０３～Ｓ２０５の動作
は、他のスレーブ画像表示装置１０３～１１６も同様に行う。
【００３３】
　なお、ステップＳ１０５もしくはステップＳ２０４において、現在選択されている映像
入力が無信号であるにも関わらず、Ｓｉｇｓｅｌ（ｎ）＝Ｒｓｉｇｓｅｌとなった場合は
、マルチ画面全体で共通の映像を表示することができないことを意味する。この場合、無
信号となっている画像表示装置の表示を全黒等でミュート表示とするか、画像表示装置内
で有信号となっている他の系統の映像信号を選択して出力する。
【００３４】
　例えば、識別番号ｍの画像表示装置１００において、Ｎｏｓｉｇ１（ｍ）＝１，Ｎｏｓ
ｉｇ２（ｍ）＝０，Ｎｏｓｉｇ３（ｍ）＝１，Ｓｉｇｓｅｌ（ｍ）＝１の状態でマスター
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画像表示装置１０１の信号切り替え制御がＲｓｉｇｓｅｌ＝１となった場合を考える。こ
の場合、識別番号ｍの画像表示装置１００は、有信号である第２系統の映像信号を選択し
て表示すると同時に、Ｓｉｇｓｅｌ（ｍ）＝２と変更する。また、識別番号ｍの画像表示
装置１００において、Ｎｏｓｉｇ１（ｍ）＝１，Ｎｏｓｉｇ２（ｍ）＝１，Ｎｏｓｉｇ３
（ｍ）＝１，Ｓｉｇｓｅｌ（ｍ）＝１の状態でマスター機の信号切り替え制御がＲｓｉｇ
ｓｅｌ＝１となった場合は、識別番号ｍの画像表示装置１００の表示を全黒等でミュート
表示し、Ｓｉｇｓｅｌ（ｍ）＝１(変更なし)とする。
【００３５】
　以上のように、本実施の形態１におけるマルチ画面表示装置においては、マスター画像
表示装置１０１となる画像表示装置１００が、すべての画像表示装置１０１～１１６の信
号有無判定の結果を受信する。そして、マスター画像表示装置１０１が、常にマルチ画面
表示装置全体が同一系統の映像を表示できるように、信号の選択を行う。これにより、映
像信号ケーブルの断線等により一部の画像表示装置１００において複数系統のうちいずれ
かの映像信号が途絶えた場合でも、マルチ画面全体に表示する映像の一部分だけ異なる系
統の映像が表示されることがなく、マルチ画面全体で常に同一系統の映像を表示すること
ができる。
【００３６】
　例えば、図２に示す表示状態において、スレーブ画像表示装置１０４への映像信号の入
力が無信号となった場合、従来のように単にスレーブ画像表示装置１０４の表示のみを、
有信号となる入力映像に切り替えると図８の表示画面となる。この場合、マルチ画面表示
装置全体としては、統一感の無い表示となってしまう。
【００３７】
　一方、本実施の形態１によれば、例えばスレーブ画像表示装置１０４への映像信号の入
力が無信号となった場合、スレーブ画像表示装置１０４の表示を有信号となる入力映像に
切り替えるとともに、他の画像表示装置（マスター画像表示装置１０１およびスレーブ画
像表示装置１０２，１０３，１０５～１１６）の表示が画像表示装置１０４と同一系統の
映像となるように切り替える。よって、図３に示すようにマルチ画面表示装置全体として
統一感を保つことが可能である。
【００３８】
　また、本実施によれば、マルチ画面表示装置を構成する複数の画像表示装置は通信ケー
ブルを介して直列に接続されている。これにより、マスター画像表示装置１０１は、スレ
ーブ画像表示装置１０２～１１６と通信可能である。本実施の形態１では、マスター画像
表示装置１０１がマルチ画面表示装置の各画像表示装置１００の映像信号の切り替えを自
動制御するため、外部制御機器にて全画像表示装置の入力信号状態を監視して切り替える
必要がない。よって、外部制御機器を設ける必要がなく、簡易な構成でマルチ画面表示装
置を構築できる。
【００３９】
　なお、本実施の形態１では、画像表示装置１００に入力される映像信号は３系統であっ
たが、必ずしも３系統である必要はなく、２系統以上の映像信号を切り替える構成になっ
ていればよい。
【００４０】
　＜効果＞
　本実施の形態におけるマルチ画面表示装置は、複数の画像表示装置１００を組み合わせ
て１つの画面を構成するマルチ画面表示装置であって、複数の画像表示装置１００のうち
いずれか１つがマスター画像表示装置１０１であり、マスター画像表示装置１０１は、マ
スター画像表示装置１０１以外の複数の画像表示装置１００と通信手段を介して接続され
ており、複数の画像表示装置１００のそれぞれは、複数系統の映像信号が入力される映像
入力部１０と、複数系統の映像信号のそれぞれについて、映像入力部１０への入力の有無
を判定する入力判定部９と、複数系統の映像信号から一つを選択する選択部２と、選択部
２が選択した系統の映像信号を表示する表示部と、を備え、マスター画像表示装置１０１
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は、自己を含む複数の画像表示装置１００のそれぞれから、入力判定部９の判定結果と、
選択部２がどの系統の映像信号を選択しているかを取得し、マスター画像表示装置１０１
は、画像表示装置１００において選択部２が映像入力部１０への入力の無い系統の映像信
号を選択している場合、当該画像表示装置１００の選択部２を制御して、映像入力部１０
への入力の有る他の系統の映像信号を選択させるとともに、残りの少なくとも１つの画像
表示装置１００の選択部２を制御して、他の系統の映像信号を選択させる。
【００４１】
　従って、複数の画像表示装置１００のいずれかにおいて映像信号が途切れた場合、この
画像表示装置１００の映像信号を他の系統の映像信号に切り替えるとともに、残りの画像
表示装置１００の映像信号も同一の系統の映像信号に切り替える。これにより、複数の画
像表示装置１００のいずれかにおいて映像信号が途切れた場合であっても、マルチ画面全
体の統一感を保ったまま、別の映像信号を表示することが可能となる。
【００４２】
　また、本実施の形態におけるマルチ画面表示装置において、マスター画像表示装置１０
１は、自己を含む複数の画像表示装置１００の選択部を制御して、同一系統の映像信号を
選択させ、マスター画像表示装置１０１は、画像表示装置１００において選択部２が映像
入力部１０への入力の無い系統の映像信号を選択している場合、当該画像表示装置１００
の選択部２を制御して、映像入力部１０への入力の有る他の系統の映像信号を選択させる
とともに、残りのすべての画像表示装置１００の選択部２を制御して、他の系統の映像信
号を選択させる。
【００４３】
　従って、マスター画像表示装置１０１がすべての画像表示装置１００の信号有無判定の
結果を受信して、マルチ画面表示装置全体が同一系統の映像を表示できるように信号系統
を選択する。そして、全ての画像表示装置１００が同一系統の映像信号を選択するように
制御を行う。よって、映像信号ケーブルの断線等により一部の画像表示装置に対する映像
信号が途絶えた場合でも、マルチ画面の一部分にだけ異なる映像が表示されることがなく
、マルチ画面表示装置全体に、常に同一の映像を表示することができる。
【００４４】
　＜実施の形態２＞
　＜構成＞
　実施の形態１では、無信号時の表示切り替えをマルチ画面表示装置全体で同一系統の映
像を表示するように、マスター画像表示装置１０１がスレーブ画像表示装置１０２～１１
６の制御を行った。一方、本実施の形態２では、例えば図５に示すように、マルチ画面表
示装置のマルチ画面を複数のエリアにグループ分けして、グループごとに異なる映像を表
示する。これは特に、マルチ画面を構成する画像表示装置の台数が多い場合に行われる。
本実施の形態では、マルチ画面表示装置の構成および画像表示装置１００の構成は実施の
形態１（図１、図６）と同じため、説明を省略する。
【００４５】
　＜動作＞
　本実施の形態２では、各画像表示装置１００には、グループＩＤ(以下ＧＩＤと記載す
る)が設定されている。マスター画像表示装置１０１は、グループごとに、信号有無判定
の結果に基づいて映像の切り替え処理を行う。例えば図９の場合、スレーブ画像表示装置
１０３，１０４，１０７，１０８はＧＩＤ＝２として、それ以外の画像表示装置はＧＩＤ
＝１として設定されている。マスター画像表示装置１０１は、ＧＩＤ＝１の画像表示装置
と、ＧＩＤ＝２の画像表示装置に対して、別々に、信号有無判定の結果に基づいて映像の
切り替え処理を行う。
【００４６】
　本実施の形態２では、図７のステップＳ１０２においてスレーブ画像表示装置１０２～
１１６からマスター画像表示装置１０１に対して送信される情報にＧＩＤ（ｎ）が追加さ
れる。ここで、実施の形態１と同様、ｎは各画像表示装置１００の識別番号（ｎ＝１～１
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６）である。本実施の形態ではグループは２つのため、ＧＩＤ（ｎ）は例えば１又は２の
値をとる。
【００４７】
　マスター画像表示装置１０１は、図７のステップＳ１０２において、実施の形態１と同
様、スレーブ画像表示装置１０２～１１６から送信される信号有無判定の結果を受信する
。そして、マスター画像表示装置１０１は、ステップＳ１０３において、グループごとに
、共通して選択する信号系統を決定する。即ち、ＧＩＤごとに制御結果Ｒｓｉｇｓｅｌ（
ｍ）：（ｍ＝ＧＩＤ（ｎ））を算出する。
【００４８】
　図９の場合、マスター画像表示装置１０１は、ＧＩＤ（ｎ）＝１となるグループのＮｏ
ｓｉｇ１（ｎ），Ｎｏｓｉｇ２（ｎ），Ｎｏｓｉｇ３（ｎ）とＳｉｇｓｅｌ（ｎ）からＲ
ｓｉｇｓｅｌ（１）を算出する。また、ＧＩＤ（ｎ）＝２となるグループのＮｏｓｉｇ１
（ｎ）,Ｎｏｓｉｇ２（ｎ），Ｎｏｓｉｇ３（ｎ）とＳｉｇｓｅｌ（ｎ）からＲｓｉｇｓ
ｅｌ（２）を算出する。
【００４９】
　算出されたＧＩＤ毎の制御結果Ｒｓｉｇｓｅｌ（ｍ）はステップＳ１０４にてスレーブ
画像表示装置１０２～１１６に送信される。各画像表示装置１００では、自身のＧＩＤと
一致するＲｓｉｇｓｅｌ（ｍ）に基づいて信号の切り替え処理（ステップＳ１０５，Ｓ１
０６もしくはステップＳ２０４，Ｓ２０５）を実行する。
【００５０】
　例えば図９の例において、ＧＩＤ＝１の画像表示装置１００は第１の信号系統（アルフ
ァベット「Ａ］の映像）を選択しており、ＧＩＤ＝２の画像表示装置は第２の信号系統（
アルファベット「Ｂ］の映像）を選択している。つまり、Ｒｓｉｇｓｅｌ（１）＝１、Ｒ
ｓｉｇｓｅｌ（２）＝２である。この状態において、スレーブ画像表示装置１０４の選択
している信号（即ち第２の信号系統）が、映像信号ケーブルの断線等で無信号となった場
合を考える。この場合、ＧＩＤ＝１の画像表示装置１００においては信号有無判定の結果
は信号有となるため、Ｒｓｉｇｓｅｌ（１）は１のままである。一方、ＧＩＤ＝２のスレ
ーブ画像表示装置１０４においては信号有無判定の結果は無信号となるため、Ｒｓｉｇｓ
ｅｌ（２）を２から３に変更する。これにより、ＧＩＤ＝２の画像表示装置１００のみ映
像信号が第２系統から第３系統（アルファベット「Ｃ」の映像）に切り替えられ、図１０
に示す状態となる。
【００５１】
　以上のように、本実施の形態では、マルチ画面表示装置の各画像表示装置１００にＧＩ
Ｄが割り当てられ、マスター画像表示装置１０１が、グループごとにスレーブ画像表示装
置１０２～１１６の信号の切り替え処理を行う。これにより、マルチ画面表示装置の表示
画面の決められたエリア毎に、無信号時に同一系統の映像に表示を切り替えることができ
る。実施の形態１の場合、例えば横１０面×縦５面のような非常に大きなマルチ画面構成
の場合は合計５０台の画像表示装置で、同一の系統の映像信号を設定する必要がある。一
方、本実施の形態２では、例えば横２面×縦２面単位で画像表示装置をグループ化するこ
とにより、マルチ画面全体の構成よりも小さな画面単位で共通の入力映像を設定できる。
このように、画像表示装置１００を予めグループ化しておくことにより、無信号等の発生
時にマルチ画面全体で共通の映像を表示することができなくなるリスクを軽減することが
できる。
【００５２】
　なお、本実施の形態では、マルチ画面表示装置の画像表示装置１００を２つのグループ
に分けたが、グループの数は２以上としてもよい。
【００５３】
　＜効果＞
　本実施の形態におけるマルチ画面表示装置において、マスター画像表示装置１０１を含
む複数の画像表示装置１００は、予め複数のグループに分けられており、マスター画像表
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示装置１０１は、複数のグループごとに複数の画像表示装置１００の選択部２を制御して
、同一系統の映像信号を選択させ、マスター画像表示装置１０１は、一のグループに属す
る画像表示装置１００において選択部２が映像入力部への入力の無い系統の映像信号を選
択している場合、当該画像表示装置１００の選択部２を制御して、映像入力部１０への入
力の有る他の系統の映像信号を選択させるとともに、当該一のグループに属する残りのす
べての画像表示装置１００の選択部２を制御して、他の系統の映像信号を選択させる。
【００５４】
　従って、マルチ画面表示装置の大画面を分割して複数の映像を表示している場合であっ
ても、複数の画像表示装置１００を画面表示に合わせて予めグループ分けしておくことに
より、グループごとに映像信号の切り替え制御を行うことが可能となる。これにより、同
時に複数の画像表示装置で無信号が検出された場合に、マルチ画面全体よりも小さいグル
ープ単位で共通に表示できる映像を選択することが可能となり、無信号検出時に共通の映
像が選択できなくなる可能性を低くすることができる。
【００５５】
　なお、本発明は、その発明の範囲内において、各実施の形態を自由に組み合わせたり、
各実施の形態を適宜、変形、省略することが可能である。
【符号の説明】
【００５６】
　２　選択部、３　画像処理部、４　制御部、５　光源回路、６　ライトバルブ、７　投
写レンズ、８　スクリーン、９　入力判定部、１０　映像入力部、１１　第１の信号入力
部、１２　第２の信号入力部、１３　第３の信号入力部、１４　送受信部、１００　画像
表示装置、１０１　マスター画像表示装置、１０２～１１６　スレーブ画像表示装置。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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